
令和４年３月18日 

北九州市環境局 

再生可能エネルギー導入推進課 

報道機関 各位 

若松消防署で再エネ 100％北九州モデルの実証を開始します！ 
～EV及び LED の第三者所有方式による導入について～

 本市は、再生可能エネルギーの確保・普及に向けて、太陽光パネルや蓄電池、エアコン、

LEDなどの省エネ機器を「第三者所有方式」で導入する「再エネ１００％北九州モデル」を

構築し、ゼロカーボンシティの実現に向けた取組を進めています。 

 今回、「再エネ１００％北九州モデル」のステップ２、３に該当するEV（蓄電池）及び LED

を導入しましたので、下記のとおり現地説明会を開催いたします。

※再エネ１００％北九州モデルについては別紙参照 

記 

現地説明会について 

(１) 日  時：令和4年3月２４日（木）１４：００～１５：００ 

(２) 場  所：若松消防署 本署 （北九州市若松区桜町1-28） 

※本実証におけるコスト削減効果について、現地にて実機を用いながらご説明いたします。 

(参考)コスト削減効果について 

(１)導入コスト削減効果 

EVを公用車としての利用に加え、充放電器を用いて蓄電池としても利用することによる 

導入コスト削減効果を検証します。 

(２)更新及び長寿命化によるコスト削減効果 

IoT 機器に接続された LEDにより点灯時間を最適化することで、長寿命化（通常4.6 年

⇒7年）を図ります。更新及び長寿命化によるコスト削減効果を検証します。 

【問合せ先】 

（ 実 証 に 関 す る こ と ）  北九州市環境局再生可能エネルギー導入推進課 

電話：０９３-５８２-２２３８ 担当：岡島、塩田 

（消防施設及び運用に関すること） 北九州市消防局総務課 

電話：０９３-５８２-３８０２ 担当：森、大場



「再エネ100％北九州モデル」の導入目的
・太陽光パネルや蓄電池、エアコンなどの省エネ機器を電力会社が設置する、
いわゆる「第三者所有方式」で、再エネの導入と省エネ対策を図るもの。
・また、IoTやAIを活用したエネルギーマネジメントシステムを導入し、
最適な運用や維持管理を行うことで、再エネ電力価格の低減を実現して、
機器の長寿命化を図り、サーキュラーエコノミーにも貢献するモデルである。

環境と経済の両立に向けた「再エネ100％北九州モデル」
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「再エネ100％北九州モデル」の普及により、
①再エネ100％電力を安価にかつ安定的に導入できる体制を構築し、
②再エネ100％電力を必要とする中小企業の競争力を強化し、
③「環境と経済の好循環」の実現を目指す！

2025年度まで
に完了予定
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